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運動ま夏あ交通安全
通ルールを守つて
つながる笑顔

責 自転車利用時のヘルメット着用と交通ルール遵守の徹底

貴 高齢者の交通事故防止

奮 歩行者優先意識の徹底とサイン4サンクス運動の推進

‖ 飲酒運転の根絶
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県交通安全年間スローガン ー般の部 佳作 反射材 見える工夫で 防ぐ事故 子ども安全の日 毎月1日
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(2)第 81号 わかやまけん交通安全協会だより

_― 追突 出会い頭 右左折時
発生件数 360 324 158

比率 (%) 279 25.1 12.3

人身事故のうち、交差点及びその付近での発生が
半数以上を占めます。

この交差点で事故が多発しています 1気を付けてくださぃ |

※事故件数は人身事故と物件事故の合計となつています。

萎事故類型別では、追突、出会い頭、右左折時の事
故が多数を占めます。

令和ア年 (2025年 )夏季号

禾□歌山市

和歌山市

和歌山市

海南市

皆様方には、平素から交通安全活動に格別の御理解と

御協力をいただいてぉりますことに、厚く御礼中し上げ

ますc

さて、昨年の県内の交通情勢は、一昨年と比較して人

身事故の発生件数と傷者数が減少しました。

その 一方で、死者は「34人」、人身事故と物件事故を

合わせた交通事故総量は「27,648件」といずれも前年

比で増加 したほか、道路横断中の人対車 11の 事故や自転

車運転中の事故が増加するなど、依然として厳しい情勢

が続いています。

このような厳しい情勢のなか、安全で安心な交通社会

を実現するため、本稿では皆様方に、「歩行者の安全確保」

と「自転車の安全利用」をお願いします。

まず、「歩行者の安全確保」についてです。

毎年、JAF(日 本自動車連盟)が |~信 号機のない横断

歩道を渡ろうとする歩行者がいる場合に車が停止する割

合」を全国で調査 していますが、昨年の調査結果では、

本県が 362%と全国■F均 (530%)を大きく
~卜

回ってお

り、歩行者保護意識は依然として低ぃと言ゎざるを得な

い結果となっています。

警察では、県 と連携 して展開中の「サイン+サ ンク

ス (歩行者が横断歩道を渡る際に手を上げるなど合図し、

停止した ドライバーに会釈などで感謝を伝える)運動」

を県内の小学校を中心に更に拡大するなど、歩行者保「隻

意識の向 Lを図ってぃきます。

次に、「自転車の安全利用」についてです。自転車は、

誰でも利用できる便利な乗 り物ですが、自転卓利用者の

安全不確認などルールを無視した悪質・危険な行為が事

故につながつている現状にあります.

御承知のとおり、令和 5年 4月 から |′ 1転車乗中:用 へ

ルメットの着用が努力義務となり、令和 6年 11月 には、

自転車の「ながらスマホ」「酒気帯び運転」の罰則が整

備されました。また、令和 8年 4月 1日 から白転車に

対する交通反則通告制度が適用される予定です_

警察では、自転車利用者へのルールの周知と遵守の徹

底を呼びかけていくとともに、忠質危険な運転を厳止に

取 り締まることで自転車の安全利用 。事故防止を図って

まいります。

しかしながら、これら県民の交通安全意識の醸成は、

警察の力だけでは限界があり、皆様方の協力なしに成し

得ることはできません。

警察としましては、安全で安心な交通ネ1会を実現する

よう、これからも精一杯取 り組んでまいりますので県民

の皆様におかれましても、引き続き、御理解と御協力を

お願いします。

件数 死者数 傷者数
全事故 1,289 1,465

交差点・付近 795 12 903
上ヒ率 (%) 617 353 61.6

ス
位

一
順

ワ
全事故件数 交差点名 主路線

1位 34件 西汀丁 国道24号 和歌山市 4件
2位 31件 田中町 県道和歌山野上線 和歌山市 1件
3位 30件 県庁前 国道24号 不□歌山市 2件
4位 29件 延時 県道和歌山阪南線 和歌山市 2件
5位 26件 北新橋西詰 国道24号 不□歌山市 1件

1件

1件

3件

1件

3件  |

6位 25件 和歌山駅前 市道 和歌山市

ア位 23件
備前 国道24号 岩出市

和歌山IC南□ 国道24号

県道秋月海南線
9位 22件

神前東

紀三井寺 国道42号

築地・築地西 国道42号 1件

県交通安全年間スローガン 小学生以下の部 佳作   わ た る 時  サ ィ ン +サ ン ク ス  忘 れ ず に 近畿交通安全デー 毎月15日

顧
6 年

ンキ

県警ホームペ…ジから|

34 市町村
人身事故
(内件数)
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飲酒運転を根絶しましょう:
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SDワンタくん

3カ月以下の懲役

または 5万円以下の罰金
く反則金9,000円 (普通車)、 違反点曖点>

、
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悪質な犯罪です:

県交通安全年間スローガン 中学生・高校生の部 佳作 交通事故ゼロの日`毎月25日
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SD力…ドは安全運転の証 ′

ヽ

骰鰊鶏―ド篭蜻●凩鋏蟷咎讚?
SDカ ードは、無事故・無違反証明書または

運転記録証明書の申請者で、¬年以上事故・

違反等の記録のない方に発行しています。

自動車安全運転センタ■和歌山県事務所
〒640‐8313 和歌山市西1番地 交通センター内
(073)472…4433 URLinttpS1/イ ″ヽWW・iSdc.orijp/

2024 年全国調査

1立5全国ワースト

罰 則

和訳山県警察/瀬歌山韓 安全協含/JA美済

横断者や横断しようとしている人がいれば、

1横断歩道●置前■■時停止し、
|1 歩行者の結断を得|||||しよぅ!

´
―

． 『飲んだら乗らない。

乗る人には飲ませない。

飲む人には車を貸さない。」

の徹底を 1

未だに後を絶た 飲酒運転 !しヽな

I.』レ

1● ヽ

||■ 1

夏季期間中に年間の約 41

海・川

(公財)和歌山県水上安全協会
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ア 交通安全運動期間中における広報啓発

●春の全国交通安全運動   (4月 6日～ 4月 15日 )

●わかやま夏の交通安全運動 (フ 月 11日～ フ月 20日 )

●秋の全国交通安全運動   (9月 21日 ～ 9月 30日 )

●わかやま冬の交通安全運動 (12月 1日 ～ 12月 10日 )

イ 効果的な広報啓発

●テ レビ・ラジオ・新聞・ポスター・チラシ・SNS等に

よる広報

●広報車を活用 した広報啓発

●協会が運営する自動車学校 (4校)を活用 した安全運

転等の啓発

●体験型教育施設としての交通安全体験ギャラリーの積

極的な活用
ウ ドライバーに対するマナーアップ対策の推進
工 自転車利用者に対するマナーアップ対策の推進

ア 県表彰 瞑 警察本部長・交通安全協会長名)の実施
イ 支部表彰 磨 察署長・支部長名)の実施
ウ ,二畿交通安全協義会表彰 (近畿管区警察局長・協議会長名)の イ≡達
工 全国表彰 (緑十字金、銀、銅章)式への出席及び伝達

ア 広報言志「交通わかやま」の発行

協会の活動、交通情報、事業内容等を掲載
□季(新年・春季・夏季・秋季)ごとに発行、県下全域に配布 (回 覧)

イ 協会ホームページによる啓発
タイムリーな情報の発信

交通安全教材等の短期貸出しの案内
ウ インスタグラム等を活用し、SNSで の'1書

=晨
発信を行う

辟辣用魃祗鰊鰺顆鰤鰊猾鱚躙洟悛了
(1)安全運転等講習事業

ア 原動機付自転車等二輪車安全運転教室の開催
イ ベーシックライデイングレッスンの開催
ウ 「ドライバーズセミナー (シニアコース)」 の開催

(2)自転軍安全教室開催事業
ア 自転車安全教育事業
イ 交通安全自転車大会の開催

(3)対象者ごとの安全教育事業
ア こどもを対象とした交通安全教室
イ 生徒を対象とした交通安全教室
ウ 高齢者を対象とした交通安全教室
工 交通安全体験ギヤラリーを活用した交通安全教室

(準 )交 通安宝教育用資機材の貸出事業
行政、民間、関係団体等が行う交通安全教育・研修等を

支援するための教育用資機材の短期貸出し

輻肉蜃蒻攘朋塚痣祓雉饉朋鮨可

6 手数料収納事業

交通センター、田辺運転免許センター、新宮運転免許セン

ターヘの レジス・フー設置による]:見 金、フ レジッ トカー ド、

電子マネー及び QR¬ 一 ドによる手数料の収納業務を行う

7 自動車学校運営事業

和歌山県公安委員会の指定を受けた

☆ 和歌山県自動車学校   ☆ ソ ト浜自動車学校

☆ 御坊自動車学校     ☆ 那智勝浦自動車教習所

を運営 し、初心運転者等に対する教習 .指導を行い、交通

安全意識の高い ドライバーの育成を図る。

また、公安委員会から運転免許取得者等教育 (高齢者講習等

同等課程)の認定を受け、実技請習等を行い力□齢に伴う身体機

能の変化を自覚してもらうなど、安全運転に配慮した講習を行う

8 共益事業 |   ‐   ||   |
| = |● +1■111, 1:■・ 11■ 11■■■■
‐  ・‐||,・

=・
■|・ ■

ア 会員優待店制度   イ 運転免許言止ケースの贈呈

ウ 入院見舞金事業
・  = |■ :  :, :|| :

ア 委員会組織の効果的運営と活動の活性化
イ 正 (副)安全運転管理者:崎習への講師派選
ウ 安全運転二]ン テス トの開催

(一財)和歌山県交通安全協会は、県内の交通情勢を踏まえ、県警察、関係機関・団体と協力 して、安全で安心な

交通社会の実現のため、県民の皆様に役立ち・貢献する交通安全事業を積極的に行います。

1 交通安全啓発事業
ア 協会事業をより広域的、効果的に行っていくため、協

会事業の主旨・目的に沿った事業を展開する協力団体等
の事業推進に必要な財源の一部を補助

イ 地域における交通安全活動のリーダーとして公安委員会から

委嘱を受け活動している「地域交通安全活動推進委員」に対し
て、道路交通法に基づく「交通安全活動推進センター」の指定
を受けた機関として、必要な技能と矢□識の習得を図るための講
習・研修、連絡・調整を行うなど、委員の任務遂行を支援
資選事慧専露豪事業

4 受託事業

5 物品販売事業

ア こども安全対策 高齢者安全対策

ス レ

交通安全功労者・優良運転者等表彰 街頭啓発 交通安全こども自転車和歌山県大会

・ヽくン̀●

爺 募 目 7 7フ 十 1「  '居除 I士 へ う Aか L、日本通ウ全生間ス円―ガン シニアの書R イ圭作 ヱ 〃■."仝
^口

 `五 日 1回

(1)交通安全施設整備管理事業
(2)こども・高齢者安全対策事業

(1)運 輸免許証爆有餐蔵轟習事業
ア 運転免許証更新日寺講習事業  イ 停止処分者講習事業

ウ 違反者講習事業

(2)交 鸞警察事務 (免許・ (果管場 Fl嬌 )事業

(3)放 置駐車確認事麟

(4)遍 朧使用調董事驚

(5)交 麟盆園の管理事難

幼児・児童に対する交通安全教室や自転車教室の開催
バッテリーカー、当協会マスコット「ちゆういくん」の着ぐるみ

等を活用し、楽しく交通ルールを学べる施設として事業を推進
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轟 会 員 証

会員優待は、協賛店で会員証と運転免許証を見せるだけ !!

会員証は、運転免許更新時等に入会していただいた方に

交付しています。

協賛店のご案内は、当協会ホームページをご覧ください

科  目 百面ラ面副~π
藪司

科  目 令和 7年度

財 産 運 用 収 入 交通安全啓発事業 1  24,600
105,785 交通安全教育事業 1   3,881
255,475 交通安全対策事業 1   9,334
584,785

18,119 物 品 販 売 事 業 1,434

手数料収納事業 922

会員の皆様が、万が一交通事故により傷害を

負われ、20日 以上継続 して入院治療を受け

た場合に、当協会が入院見舞金 (3万円)をお

支払いする制度です。

※お支払いには条件がございます。

詳しくは、交通安全協会総務課 (073… 473-1710)
又は県内の各支部でお尋ねください。

レジャー施設、自動車販売・整備事業所、

飲食店、ホテル・宿泊施設等の協賛店で

割引等のサービスを受けることができます。

0,tO

日 本 花 子

一壁

(単位 :千円)

自転車乗用中の交通事故で亡くなられた方は、約 5割が頭部に

致命傷を負つています。

また、自転車乗用中の交通事故において主に頭部を負傷した

死者 。重傷者について、ヘルメットを着用していなかつた方の

割合は、着用していた方に比べて約 1.7倍高くなつています。

(令和2年から令和6年までの5年間の合計)

ヘルメット着用有無別
人身損傷部位「頭部」
構成率比較令不□2年～6年合計

il型購鐵
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用

学

一手

使

補

一寄

一繰

料

料

一金

校

一数

用

助

一
又

収

一＝

収

一収

入

一入

入

一
入

受  言モ 事  業 1 362,261

学

一共

一管

84 校  事  業

益  事  業

567,472

14,731400

233,036

物 品 販 売 収 入 117

積立金取崩収入 1  86,257

1雑   収   入 1  8,300

匹而
~竃

薇面T百画面
前期繰越収支差額

収 入 合 計

付

一入

金

一金

入

一
入

収

一収 理   費 1  63,723

積  立  金 1  23,960

繰   出  金 1 233,036

1予  備  費

隔
~雨

覆可百
495,757

0

1,305,354

0

帥

６０

４０

２０

００

０

1,801,111

非着用

句[月 15日

着

圧
=」

圧三ニコ

会  費  」又 入

受 言モ 料 収 入

当 期 収 支 差 額

495,757

近畿交通安全デー

収入の部

わかやまけん交通安全協会だより

新入学児童に
「黄色いランドセルカバー」

交通安全資機材の
提供1貸出し

チャイルドシートの
貸出し

サイン+サンクス運動

推進校に
『携帯用横断旗」の提供

プラス

撥醸

「

わ
0④

E三二]
あなたの会費が

このように役立つています

■■■■‐・・・■■・ |11 .

1優良達転者・
交通安全功労者

の表彰

‐い｀

各種 ‐‐‐
交通安全教育

■7._II甲踊

会員優待膚制度

ござし

交通安全に関する
広報啓発活動■

椰

次期繰越収支差額
ル
=ル|ゃ0マ |‐摯■

`=|・

ヘルメット|

県交通安全年間スローガン ー般の部 佳作 反射材 夜は私の 用心棒



(6)第 81号 わかやまけん交通安全協会だより 令不ロフ年 (2025年 )夏季号

隧域洸通童覺活麒雄進饂量の録さ笏甕綴飩彦譲骰II

公安委員会から委嘱を受け、地域における交通安全モラルの向上と安全確保のため、
リーダーとして活躍していただいている方々を紹介します。    徹称日各)令和7.1現在 鰈顆
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第一種

TSマーク

(青マーク)

TSマークの種類

と

付帯保険の

補償内容 傷害補償
○入院15日以上 (―律)1万円  0入院15日以上 (―律)10万円

O死亡・重度後遺障害(1～ 4級) 0死亡。重度後遺障害(1～ 4級 )

(―律)30万円      (―律)100万円

○死亡 。重度後遺障害(1～ 7級) 0死 亡・重度後遺障害(1～ 7級 )

(限度額)1,000万 円    (限 度劉 1億円

な し       0入 院 15日以上 (―律)10万 円

○入院 15日以上 (―律)5万円

O死亡 。重度後遺障害 (1～ 4級 )

(―律)50万 円

O死亡 。傷害 (全ての人身事故)

※示談交渉サービス付き

(限度詢 1億円

賠償責任補償により対応

0
■ lt,二

`
(=■ 1:′・

・・
)

れIE]口 `□

第二種

TSマーク

(赤マーク)

鰈
■ ■ 菫 侍 ,8

■■■1- ■■■(収 ,
(1‐ ■●

=)
「1,,T,,ヤ

「
士さ三

第三種

TSマーク

(緑マーク)

賠償責任

補償

被害者見舞金

「自転車安全整備店」によつて取扱つている
TSマークの種類が違います。詳しくは整備店にお尋ねください。

▲

このマークが目印です′

県交通安全年間スローガン 小学生以下の部 佳作 ゆ ず り あ い み ん な で ま も ろ う こ う つ う あ ん ぜ ん  交通事故ゼロの日 毎月25日

||■||  ‐ ■■|= ||||
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令和ア年 (2025年 )夏季号 わかやまけん交通安全協会だより 第 81号 (フ )

春の菫圏鐵瑾安全遍絣機繭書轟晶斃錢
千n譲由県・吏達事確をなく

=鶴
黒携墾豊撻建協議会

4月 6日 から春の全国交通安全運動が始まり、15日

までの 10日間、各地で広報啓発活動を行い、交通事故

防止を呼びかけました。出発式は 4月 4日 に、県庁前

の広場において交通安全ボランティアやこの春から小

学校に入学する新 1年生の子どもたちなどが参加 して

行われました。

シー
,

・.卜 着用

交量安全

'こ

1 和歌山県交通安全協会  霧歌山県教育委員会

交通安全協会では、今春入学した県内の新 1年生を交通

事故から守るため、子どもたちの親じめるパンダのイラ

ス トが描かれた黄色いラン ドセルカバー (6,700枚 )を
和歌山県教育委員会を通じてプレゼン トしました。

パ進」贈塁式嚢之悽

‐
0・

『黄色いラン セル

目目

′

ドライバーの皆さん !

お願いし議す。

この黄色いランドセルカバーの

1年鷹奄見か|す鮭ら、

より優りしヽ運転覆

■
==

県交通安全年間スローガン 中学生・高校生の部 佳作 「念 の た め 」 そ の 行 動 が  未 来 へ と    子ども安全の日 毎月1日
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轟ン餞走ルカバ饉

L_二
=

心 0安 全 :

O 議卜凸鰤靭鬱墨駐
TEL30'3‐42202460



(8)第 81号 わかやまけん交通安全協会だより

安全運転コンテスト表彰式

かつらぎ支部

交通安全運動出発式

和歌山西支部

iirtut4!!3&a

広報車で交通安全啓発

有田湯浅支部

令和フ年 (2025年 )夏季号

橋本支部

買い物客に交通安全啓発

和歌山東支部

小学校での交通安全教室

田辺支部

早朝の街頭啓発

和歌山北支部

警察署前で街頭啓発

新宮支部

ホームページ
http://www口wtsa.jP/

和
;り孵事叙会

ちゆういくん

躍
七夕まつり

in県立和歌山交通公園

6月 5日 靡 7月 7日まで

県交通安全年間ス回―ガン シエアの部 佳作 急 ぐ 心 に ブ レー キ を ゆ と りと マ ナ ー で 安 全 運 転  近畿交通安全デー 毎月15日

:

・ ,・安全運転 コンテス ト蒙彰式

交通安全を呼びかけ

海南支部

岩出支部

ランドセルカバー贈塁式

御坊支部

女性教育班による交通安全教室

よ

保育園前でチャイルドシート啓発

白浜支部

‐|
こ`|

まつり


